
一般社団法人日本コスメティックタトゥー協会・会員規約

第 1 条（目的）

一般社団法人日本コスメティックタトゥー協会（以下「当法人」という）は、正会員、

賛同会員との間に本規約を定め、当法人の目的、会員の権利義務その他会員制度の運用

に関する事項を定める。

第 2 条（会員の定義）

1. 正会員とは、当法人の本活動の趣旨目的に賛同し、各種活動に可能な範囲で参加で

きる個人の会員をいう。

2. 賛同会員とは、当法人の趣旨目的に賛同し、当法人活動に支援する意思を持つ、議

決権を有さない個人及び団体の会員をいう（以下、正会員及び賛同会員を合わせて

「会員」という。）。

第 3 条（入会）

1. 入会を希望する者は、入会申込書に必要事項を記入し、事務局に提出するとともに、

次条に定める年会費（正会員に限る。）を、当法人が指定する方法および期限まで

に納付するものとする。

2. 入会は、当法人が入会を承認し、かつ、年会費（正会員に限る。）の納付を確認し

たときに、成立する。

第 4 条（年会費・会員の権利）

1. 正会員の年会費は 16,500 円とし、会費ペイにより支払うものとする。正会員は総

会での議決権を有し、一個人につき一議決権とする。

2. 正会員は、初回の年会費のみコンビニエンスストア決済により支払うことができ、

2 年目以降の年会費は、会費ペイに登録したクレジットカード決済又は口座振替に

より支払わなければならない。



3. 賛同会員の年会費は無料とする。賛同会員は総会での議決権を有しないが、意見を

述べることができる。

4. 年会費の支払期日は、当法人が別に定める日（会費ペイ上の請求日・更新日を含

む。）とする。

第 5 条（入会の拒絶）

当法人は、入会申込者が次の各号のいずれかに該当する場合は、入会を認めない。

⑴ 入会申込者が過去に当法人から除名されたことがある場合

⑵ 日本語での意思疎通（読み書きを含む）が困難な場合

⑶ 暴力団関係者または反社会的勢力に関与している場合

第 6 条（会員資格及び有効期間）

1. 会員資格の有効期間については、正会員は入会日から 1 年間とし、賛同会員は第

8 条により会員資格を喪失するまでの間とする。

2. 会員が退会または死亡した場合、当該会員の会員資格は失われ、第三者への資格継

承はできないものとする。

3. 会員資格の譲渡、貸与、売買等は、一切できないものとする。

第 7 条（会員情報の変更）

1. 会員は、氏名、住所、電話番号、メールアドレス等に変更があった場合、速やかに

その旨を事務局に通知するとともに、正会員については、会費ペイに登録したそれ

らの情報を自ら更新しなければならない。

2. 前項の届出及び会費ペイへの登録がなかったことにより正会員に不利益が生じた場

合であっても、当法人は一切の責任を負わない。

3. 当法人から会員に対する通知、催促または催告（以下「通知等」という。）は、会

員が当法人に届け出た住所、メールアドレスその他の連絡先宛てに発信し、または

送付することにより行うものとし、当該通知等は通常到達すべきときに到達したも

のとみなす。



第 8 条（会員資格の喪失）

会員が次の各号（ただし第 3 号は正会員に限る。）のいずれかに該当する場合は、

その資格を喪失する。

1. 退会届を提出したとき

2. 本人が死亡したとき

3. 年会費を滞納し、当法人が第 7 条第 3 項の通知等により支払いを催告したにもか

かわらず、当該催告の日を含めて 14 日以内（暦日）にこれを完納しないとき

※個別に支払の催促をした日が 14 日間の起算日となります。

4. 第 10 条 1 項により会員資格を取り消されたとき

第 9 条（退会）

会員は、退会届を事務局に提出することにより、当法人を退会することができる。

第 10 条（会員資格の停止・取消し）

1. 当法人は、会員が次の各号のいずれかに該当する場合（また、第 8 条各号に定め

る会員資格の喪失事由に該当する場合を除く。）、当該会員の資格を停止又は取り

消すことができる。

⑴ 年会費その他当法人に対する金銭債務を滞納し、当法人からの支払いの催促または

催告に応じない場合（ただし、第 8 条第 3 号により会員資格を喪失する場合を除

く。）

⑵ 法令または公序良俗に反する行為を行った場合

⑶ 当法人、他の会員または第三者の権利や財産、プライバシーを侵害した場合

⑷ 当法人、他の会員または第三者を誹謗中傷する行為を行った場合

⑸ 申込書に虚偽の事項があることが判明した場合

⑹ 会員が反社会的勢力に該当することが判明した場合

⑺ 当法人の名誉または信用を毀損する行為があった場合

⑻ 本規約に違反した場合

⑼ その他、当法人が、合理的な理由により会員として不適当と判断した場合



2. 前項の資格停止の期間中、当該会員は、第 12 条に定める特典その他当法人が提供

する会員向けサービスを利用することができない。

3. 当法人が第 1 項に基づき会員資格を取り消した場合、当該会員は、第 8 条第 4

号により会員資格を喪失する。前項に基づく停止または本項に基づく取消しの通知

は、第 7 条第 3 項の通知等の方法により行う。

第 11 条（拠出金の不返還）

一度納付された会費その他の拠出金は、理由のいかんを問わず返還しない。

第 12 条（正会員特典）

正会員は、以下のサービスを利用することができる。

⑴ 会員専用ページ（LINE グループ）の閲覧

⑵ 当法人が企画するセミナーおよびイベントへの参加

⑶ SNS 等への記事投稿および活動への参加

⑷ 当法人を通じ、当法人の顧問弁護士の見解を聞くこと

第 13 条（禁止事項）

会員は、当法人の活動に関連して、次の各号に掲げる行為を行ってはならない。

1. 他の会員、第三者または当法人の財産もしくはプライバシーを侵害する行為、また

はそのおそれのある行為

2. 公序良俗に反する行為、またはそのおそれのある行為

3. 当法人の運営または活動を妨害し、または信用を損なう行為

4. 営業活動、営利目的またはその準備行為、その他当法人が不適切と判断する行為

第 14 条（免責）

当法人に関連して、会員が他の会員または第三者に損害を与えた場合、または会員と

他の会員または第三者との間に紛争が生じた場合でも、当法人は一切の責任を負わない

ものとする。会員は自己の費用と責任においてこれを解決し、当法人に損害または迷惑

を与えないものとする。



第 15 条（損害賠償）

会員が本規約または本規約に基づく規則に違反し、当法人に損害を与えた場合、当該

会員は当法人に生じた損害を賠償するものとする。

第 16 条（個人情報の保護）

1. 当法人および会員は、個人情報の保護に留意し、個人情報保護法その他関係法令を

遵守するものとする。当法人は、会員の個人情報を、当法人の運営、会員管理、会

費の請求・決済、当法人が企画するセミナー・イベント等の案内および連絡その他

これらに付随する目的の範囲で利用する。当法人は、法令に基づく場合または会員

の同意がある場合を除き、会員の個人情報を第三者に提供しない。

2. 当法人は、個人情報の取扱いに関する詳細については、別途定める「プライバシー

ポリシー」に従うものとする。

3. 当法人は、会員が退会または会員資格を喪失した後であっても、プライバシーポリ

シーに定めるところに従い、必要な範囲で当該元会員の個人情報を保有し、利用す

ることができる。

第 17 条（知的財産権の保護）

当法人が作成または発行する資料、データ等について、無断で他媒体に掲載、第三者

に譲渡、売却または公開してはならない。本条の規定は、退会または会員資格が停止・

解除された後も有効に存続する。

第 18 条（会員規約の変更）

当法人は、運営上必要と判断した場合、理事会の決議を経て、本規約を変更すること

ができる。


